
開 催 場 所

ア ク セ ス

お申込み・お問い合わせ先
（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構　学術交流センター

〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番2号（HAT神戸）　人と防災未来センター東館6階

TEL 078-262-5714    FAX 078-262-5122
E-mail   gakujutsu@dri.ne.jp

日程や各講座の講義内容の詳細は、ホームページをご参照ください。
http://www.hemri21.jp/exchange_center/index.html

減災社会に向けての
新たな視座

多自然地域の魅力を
活かした地域づくり

自然災害からの
復興･復旧への備え 地球温暖化への取り組み 美術展を深く楽しむ

－さまざまなメディア・技法・表現

神戸三宮

神戸三宮

神戸三宮

人と防災未来センター東館　
神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番2号（HAT神戸）
TEL 078-262-5714   FAX 078-262-5122

兵庫県立美術館　
神戸市中央区脇浜海岸通1丁目1番1号（HAT神戸）
TEL 078-262-0901

電車利用の場合
・ 阪神電車「岩屋」駅、「春日野道」駅から南へ
 徒歩約10分

・ ＪＲ「灘」駅から南へ約12分
・ 阪急電車「春日野道」駅から南東へ約20分

バス利用の場合
・ 神戸市営バス（路線バス101系統又は29系統）三宮駅前から約20分
・ 阪神バス（ノンストップ）三宮駅前から15分
 「人と防災未来センター」又は「兵庫県立美術館前」下車すぐ
※無料駐車場はありません。周辺の有料駐車場をご利用ください。

人と防災未来センター・
兵庫県立美術館へ

広域マップ

詳細マップ
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13:30〜15:0013:30〜15:0013:30〜15:0013:30〜15:0013:30〜15:00

会場　人と防災未来センター東館 会場　兵庫県立美術館

21世紀文明研究セミナー2015

ふりがな 年齢　　　　　　　　　歳 ご所属名

お名前 性 別　　　　男　・　女

ご連絡先　〒 □勤務先　　□ご自宅

該当する項目に○印をお付けください。

□会社員 □公務員

□研究機関（民間） □研究機関（公的）

□自営業 □学生

□NPO □ボランティア

□その他（　　　　　　　　　　　）

TEL 　　FAX

E-mail

お申込講座数　　　　　　　　　　　　講座　　

（１）ご希望の講座を自由に選択してお申し込みいただけます。　（２）先着順で受付し、定員になり次第締め切ります。　（３）受講申込みの最終期限は、講座開催日の１週間前です。
（４）本申込書を事務局に送付していただいた後、受講者決定結果をお知らせします。　（５）本申込書による個人情報は、当セミナーに関する連絡のほか、（公財）ひょうご震災記念21

世紀研究機構からのご案内の目的で使用させていただきます。

安 全 安 心A 共 生 社 会B 防 災C 環 境D 芸 術E
環 境D

芸 術E

講座提供・協力団体一覧　(順不同）
・（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構
・（公財）地球環境戦略研究機関（IGES）
　関西研究センター

・（社福）宝塚市社会福祉協議会
・（国研）国立環境研究所
　地球環境研究センター

・ 兵庫県

・ 兵庫県立大学
・ 神戸親和女子大学
・ 兵庫県立美術館
・横尾忠則現代美術館
・神戸大学
・大阪市立大学
・東海大学

・ NPO法人気候ネットワーク
・（一社）ノオト
・（株）オーシスマップ

1講座（1回につき）500円の受講料をいただきます。
受講料は講座ごとに当日の受付にて現金でお支払いください。

安 全 安 心A 共 生 社 会B 防 災C受 講 申 込 書
ご希望の講座の に○印を入れて、本申込書を次頁の「お申
込み先」まで、郵送又はFAXでお申し込みください。

FAX 078-262-5122

主催 公益財団法人 ひょうご震災記念21世紀研究機構 http://www.hemri21.jp/
共催 国際防災・人道支援協議会（DRA）   http://www.dra.ne.jp/

期 間  平成27年10月〜平成28年3月
会 場  人と防災未来センター東館／兵庫県立美術館

定 員  各講座30名程度　先着順

21世紀
文明研究セミナー2015

受講生募集

受 講 料

1講座（1回につき）

500円

安全安心 減災社会に向けての新たな視座

芸　 術芸　 術 美術展を深く楽しむ－さまざまなメディア・技法・表現

共生社会 多自然地域の魅力を活かした地域づくり

環　 境環　 境 地球温暖化への取り組み

防　 災防　 災 自然災害からの復興･復旧への備え

■2日（水）
地域資源を読み解き
活かす
山崎　義人

■16日（水）
富岡鉄斎
－近代への架け橋－
飯尾　由貴子

■5日（金）
広域巨大災害における
住宅復興政策と
市街地再生計画
近藤　民代

■26日（金）
震災・復興と女性
辻　由希

■17日（水）
多自然地域における
企業活動の今後の展開
大林　賢一

■3日（水）
COP21パリ会議を読み解
く～原発も温暖化もない
未来に向けて～
伊与田　昌慶

■28日（水）
災害時の生活復興と
子ども
勝木　洋子

■13日（水）
挿絵を愉しむ－横尾忠則

「幻花」原画展のために
林　優

■10日（水）
谷中安規－幻想の小宇宙
岡本　弘毅

9日（金）
若い人たちの力が輝く
魅力ある多自然地域
の拠点都市形成方策
平田　富士男

14日（水）
低炭素社会に向けて
鈴木　胖

4日（水）
兵庫県の地球温暖化
防止対策
小塩　浩司

■13日（金）
国際的な気候変動対策
の動向
田村　堅太郎

7日（水）
パウル・クレー：
絵画の仕掛けを紐解く
河田　亜也子

11日（水）
「チャンネル６ 国谷隆

志展」を読みとく６つの
キーワード
小野　尚子

25日（水）
ひょうごの地域創生戦略
早金　孝

6日（金）
危 険 回 避・抵 抗 力向上
などの事前防災による都
市の震災軽減
福和　伸夫

■20日（金）
津波避難の課題と対策
照本　清峰

23日（金）
国内外の災害医療支援
の現状と課題
髙田　洋介

30日（金）
災害時のこころのケア
赤澤　正人

2日（水）
生活復興過程における見守り
支援とコミュニティづくり
～阪神・淡路、東日本大震災
復興支援の実践から～
佐藤　寿一

18日（金）
リスボンの震災復興と
都市計画
鍬田　泰子

25日（金）
地球温暖化を測る
～その対策へ向けて～
藍川　昌秀

16日（水）
ジョルジョ・モランディ
の探求
江上　ゆか

4日（金）
新たな視 点で古民 家を
地域創生のエンジンにす
る取り組み
金野　幸雄

11日（金）
被災者の住宅・生活
再建と公的支援
青田　良介

■27日（水）
被災者への現金支給を
めぐる政治と政策
手塚　洋輔

■29日（金）
南海トラフ地震津波対策
鈴木 進吾

■22日（金）
多自然地域の資源を活かした
ビジネス展開の取り組み
西井　進剛
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減災社会に向けての新たな視座

　会場　人と防災未来センター東館　開催時間　13：30〜15：00

セミナー開催趣旨
　このセミナーは、（公財）ひょうご震災記念21世紀
研究機構の研究成果を広く県民に還元するとともに、
HAT神戸における国際関係機関等の集積を生かして、
阪神・淡路大震災が提示した近代文明の課題について
幅広く議論を深めるため、高度で専門的な知識を求め
る研究者、行政・企業関係者、NPO関係者、大学院生、
一般県民等を対象として開催するものです。
　また、HAT神戸を中心とした次の防災関係機関で構
成される国際防災・人道支援協議会(DRA)が共催して
います。

特　色

DRA構成団体：
 アジア太平洋地球変動研究ネットワーク（APN）、アジア防災センター、神戸地方気象台、神戸赤十字病

院、国際エメックスセンター、国際協力機構（JICA）関西国際センター、国際復興支援プラットフォーム
（IRP）、国連国際防災戦略事務局（UNISDR）駐日事務所、国連人道問題調整事務所（OCHA）神戸事務

所、世界保健機関健康開発総合研究センター（WHO神戸センター）、地球環境戦略研究機関（IGES）関
西研究センター、日本赤十字社兵庫県支部、人と防災未来センター、兵庫県こころのケアセンター、兵
庫県災害医療センター、兵庫県立大学防災教育研究センター、（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機
構、兵庫耐震工学研究センター

　「安全安心」「共生社会」「防災」「環境」「芸術」の５
分野計30講座のうちから、分野を限定することなく
関心のある講座だけを選んで受講することができ
ます。

1

　一流の講師陣による時勢に合ったテーマについ
て、高度で専門的な知識を求める受講者とともに
ディスカッションできる場を設けた講義スタイル
を採用しています。

3

多自然地域の魅力を活かした地域づくり
　会場　人と防災未来センター東館　開催時間　13：30〜15：00

自然災害からの復興･復旧への備え
　会場　人と防災未来センター東館　開催時間　13：30〜15：00

地球温暖化への取り組み
　会場　人と防災未来センター東館　開催時間　13：30〜15：00

美術展を深く楽しむ
－さまざまなメディア・技法・表現

　会場　兵庫県立美術館　開催時間　13：30〜15：00

　各分野の講義のテーマは、それぞれ分野のテー
マに基づいて設定していますので、当該分野のすべ
ての講座を受講することにより、分野のテーマにつ
いての理解を深めることができます。

2

21世紀
文明研究セミナー2015

安全安心A

共生社会B

防　　災C

環　　境D

芸　　術E

1講座（1回につき）

500円

受 講 料

10月23日（金）テーマ国内外の災害医療支援の現状と課題
講師 髙 田　 洋 介（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構人と防災未来センター主任研究員 キーワード 災害医療、パブリックヘルス、情報共有、

活動調整

10月30日（金）テーマ災害時のこころのケア
講師 赤 澤　 正 人（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構兵庫県こころのケアセンター

主任研究員 キーワード 被災者の心理、支援、
サイコロジカルファーストエイド

11月6日（金）テーマ危険回避・抵抗力向上などの事前防災による都市の震災軽減
講師 福 和　 伸 夫（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構人と防災未来センター主任研究員

名古屋大学減災連携研究センター長・教授 キーワード 歴史地震、災害教訓、危険回避、耐震化、
事前防災

11月20日（金）テーマ津波避難の課題と対策
講師 照 本　 清 峰（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構人と防災未来センター研究主幹 キーワード 東日本大震災、南海トラフ地震、避難意識、

避難情報

12月11日（金）テーマ被災者の住宅・生活再建と公的支援
講師 青 田　 良 介 兵庫県立大学防災教育研究センター准教授 キーワード

公益とは何か、法制度・公助の限界、
地方分権と自治体のガバナンス、
NPO・ボランティアの役割、義援金の意義

1月29日（金）テーマ南海トラフ地震津波対策
講師 鈴 木 進 吾（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構人と防災未来センターリサーチフェロー

京都大学防災研究所附属巨大災害研究センター助教 キーワード 観測、予測、情報、避難

3月2日（水）テーマ地域資源を読み解き活かす
講師 山 崎　 義 人 兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科准教授　 キーワード 地域資源、内発型まちづくり、まち歩き

10月9日（金）テーマ若い人たちの力が輝く魅力ある多自然地域の拠点都市形成方策
講師 平 田　 富 士 男 (公財)ひょうご震災記念21世紀研究機構研究調査本部上級研究員

兵庫県立大学大学院緑環境景観マネジメント研究科教授 キーワード 地方創生、地域資源、地域活性化、地方移住

11月25日（水）テーマひょうごの地域創生戦略
講師 早 金 　 孝 兵庫県企画県民部地域創生局長 キーワード 人口対策、地域の元気づくり、兵庫らしさ

12月4日（金）テーマ新たな視点で古民家を地域創生のエンジンにする取り組み
講師 金 野　 幸 雄 (一社)ノオト代表理事 キーワード 空き家、歴史文化、コミュニティ、創造農村

1月22日（金）テーマ多自然地域の資源を活かしたビジネス展開の取り組み
講師 西 井　 進 剛 兵庫県立大学経営学部教授 キーワード

地域企業、ビジネスモデル、ビジネスモデル・
イノベーション、地域ビジネスモデル、
クラスター戦略

2月17日（水）テーマ多自然地域における企業活動の今後の展開
講師 大 林　 賢 一 (株)オーシスマップ代表取締役 キーワード 起業、ワークライフバランス、地域連携、

地域貢献、教育

11月13日（金）テーマ国際的な気候変動対策の動向
講師 田 村　 堅 太 郎 (公財)地球環境戦略研究機関(IGES)関西研究センター副所長 キーワード 気候変動、温暖化、気候変動枠組条約、

京都議定書、2020年以降の取り組み

10月14日（水）テーマ低炭素社会に向けて
講師 鈴 木 　 胖 (公財)地球環境戦略研究機関(IGES)関西研究センター所長 キーワード 気候温暖化、CO2排出削減、

再生可能エネルギー

11月4日（水）テーマ兵庫県の地球温暖化防止対策　
講師 小 塩　 浩 司 兵庫県農政環境部環境管理局温暖化対策課長　 キーワード 兵庫県温暖化防止推進計画、

温室効果ガス削減目標、緩和策と適応策

12月25日（金）テーマ地球温暖化を測る～その対策へ向けて～
講師 藍 川　 昌 秀 (国研)国立環境研究所地球環境研究センター主任研究員　 キーワード 地球温暖化、二酸化炭素、

メカニズム、観測

2月3日（水）テーマCOP21パリ会議を読み解く～原発も温暖化もない未来に向けて～
講師 伊与田　昌慶 NPO法人気候ネットワーク研究員 キーワード 気候変動、国際交渉、COP21パリ会議、

エネルギー

3月4日（金）テーマ地球温暖化に関する経済学の視点
講師 新 澤　 秀 則 兵庫県立大学経済学部教授・環境経済研究センター長 キーワード COP21、影響、適応、緩和

10月7日（水）テーマパウル・クレー：絵画の仕掛けを紐解く
講師 河 田　 亜 也 子 兵庫県立美術館常設展･コレクション収集管理グループ学芸員 キーワード イメージ／物質として見る絵画、

クレー愛蔵の「特別クラス」、抽象画

11月11日（水）テーマ「チャンネル６ 国谷隆志展」を読みとく６つのキーワード
講師 小 野　 尚 子 兵庫県立美術館教育支援・事業グループ学芸員 キーワード 現代美術、インスタレーション、

彫刻の歴史

12月16日（水）テーマジョルジョ・モランディの探求
講師 江 上　 ゆ か 兵庫県立美術館特別展・国際交流グループ学芸員 キーワード 絵画、連作、具象と抽象

2月10日（水）テーマ谷中安規－幻想の小宇宙
講師 岡 本　 弘 毅 兵庫県立美術館常設展･コレクション収集管理グループ学芸員 キーワード 創作版画、1930年代、幻想と怪奇

3月16日（水）テーマ富岡鉄斎－近代への架け橋－

講師 飯 尾　 由 貴 子 兵庫県立美術館特別展・国際交流グループリーダー キーワード
文人画、回顧展、近代日本美術、
清荒神清澄寺における富岡鉄斎の
コレクション

1月13日（水）テーマ挿絵を愉しむ－横尾忠則「幻花」原画展のために
講師 林 　 優 横尾忠則現代美術館学芸課学芸員 キーワード イラストレーション、印刷物と原画、

イメージとテキスト　

10月28日（水）テーマ災害時の生活復興と子ども
講師 勝 木　 洋 子 神戸親和女子大学発達教育学部教授 キーワード 複雑な生活環境、子どもの健康、震災生活復興

12月18日（金）テーマリスボンの震災復興と都市計画
講師 鍬 田 泰 子 神戸大学大学院工学研究科准教授 キーワード 震災復興、都市計画、グリッドパターン、耐震化

1月27日（水）テーマ被災者への現金支給をめぐる政治と政策
講師 手 塚　 洋 輔 大阪市立大学大学院法学研究科准教授 キーワード 被災者生活再建支援制度、義援金、政治改革、

地方分権改革

2月5日（金）テーマ広域巨大災害における住宅復興政策と市街地再生計画
講師 近 藤　 民 代 神戸大学大学院工学研究科准教授　 キーワード 東日本大震災、住宅復興、広域巨大災害

2月26日（金）テーマ震災・復興と女性
講師 辻 　 由 希 東海大学政治経済学部政治学科准教授 キーワード 被災者支援、男女共同参画、防災・復興政策、

女性センター

12月2日（水）テーマ生活復興過程における見守り支援とコミュニティづくり
～阪神・淡路、東日本大震災復興支援の実践から～

講師 佐 藤　 寿 一 (社福)宝塚市社会福祉協議会常務理事・事務局長 キーワード 地域福祉、住民主体、まちづくり、自立支援、
社会的孤立



減災社会に向けての新たな視座

　会場　人と防災未来センター東館　開催時間　13：30〜15：00

セミナー開催趣旨
　このセミナーは、（公財）ひょうご震災記念21世紀
研究機構の研究成果を広く県民に還元するとともに、
HAT神戸における国際関係機関等の集積を生かして、
阪神・淡路大震災が提示した近代文明の課題について
幅広く議論を深めるため、高度で専門的な知識を求め
る研究者、行政・企業関係者、NPO関係者、大学院生、
一般県民等を対象として開催するものです。
　また、HAT神戸を中心とした次の防災関係機関で構
成される国際防災・人道支援協議会(DRA)が共催して
います。

特　色

DRA構成団体：
 アジア太平洋地球変動研究ネットワーク（APN）、アジア防災センター、神戸地方気象台、神戸赤十字病

院、国際エメックスセンター、国際協力機構（JICA）関西国際センター、国際復興支援プラットフォーム
（IRP）、国連国際防災戦略事務局（UNISDR）駐日事務所、国連人道問題調整事務所（OCHA）神戸事務

所、世界保健機関健康開発総合研究センター（WHO神戸センター）、地球環境戦略研究機関（IGES）関
西研究センター、日本赤十字社兵庫県支部、人と防災未来センター、兵庫県こころのケアセンター、兵
庫県災害医療センター、兵庫県立大学防災教育研究センター、（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機
構、兵庫耐震工学研究センター

　「安全安心」「共生社会」「防災」「環境」「芸術」の５
分野計30講座のうちから、分野を限定することなく
関心のある講座だけを選んで受講することができ
ます。

1

　一流の講師陣による時勢に合ったテーマについ
て、高度で専門的な知識を求める受講者とともに
ディスカッションできる場を設けた講義スタイル
を採用しています。

3

多自然地域の魅力を活かした地域づくり
　会場　人と防災未来センター東館　開催時間　13：30〜15：00

自然災害からの復興･復旧への備え
　会場　人と防災未来センター東館　開催時間　13：30〜15：00

地球温暖化への取り組み
　会場　人と防災未来センター東館　開催時間　13：30〜15：00

美術展を深く楽しむ
－さまざまなメディア・技法・表現

　会場　兵庫県立美術館　開催時間　13：30〜15：00

　各分野の講義のテーマは、それぞれ分野のテー
マに基づいて設定していますので、当該分野のすべ
ての講座を受講することにより、分野のテーマにつ
いての理解を深めることができます。

2

21世紀
文明研究セミナー2015

安全安心A

共生社会B

防　　災C

環　　境D

芸　　術E

1講座（1回につき）

500円

受 講 料

10月23日（金）テーマ国内外の災害医療支援の現状と課題
講師 髙 田　 洋 介（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構人と防災未来センター主任研究員 キーワード 災害医療、パブリックヘルス、情報共有、

活動調整

10月30日（金）テーマ災害時のこころのケア
講師 赤 澤　 正 人（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構兵庫県こころのケアセンター

主任研究員 キーワード 被災者の心理、支援、
サイコロジカルファーストエイド

11月6日（金）テーマ危険回避・抵抗力向上などの事前防災による都市の震災軽減
講師 福 和　 伸 夫（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構人と防災未来センター上級研究員

名古屋大学減災連携研究センター長・教授 キーワード 歴史地震、災害教訓、危険回避、耐震化、
事前防災

11月20日（金）テーマ津波避難の課題と対策
講師 照 本　 清 峰（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構人と防災未来センター研究主幹 キーワード 東日本大震災、南海トラフ地震、避難意識、

避難情報

12月11日（金）テーマ被災者の住宅・生活再建と公的支援
講師 青 田　 良 介 兵庫県立大学防災教育研究センター准教授 キーワード

公益とは何か、法制度・公助の限界、
地方分権と自治体のガバナンス、
NPO・ボランティアの役割、義援金の意義

1月29日（金）テーマ南海トラフ地震津波対策
講師 鈴 木 進 吾（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構人と防災未来センターリサーチフェロー

京都大学防災研究所附属巨大災害研究センター助教 キーワード 観測、予測、情報、避難

3月2日（水）テーマ地域資源を読み解き活かす
講師 山 崎　 義 人 兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科准教授　 キーワード 地域資源、内発型まちづくり、まち歩き

10月9日（金）テーマ若い人たちの力が輝く魅力ある多自然地域の拠点都市形成方策
講師 平 田　 富 士 男 (公財)ひょうご震災記念21世紀研究機構研究調査本部上級研究員

兵庫県立大学大学院緑環境景観マネジメント研究科教授 キーワード 地方創生、地域資源、地域活性化、地方移住

11月25日（水）テーマひょうごの地域創生戦略
講師 早 金 　 孝 兵庫県企画県民部地域創生局長 キーワード 人口対策、地域の元気づくり、兵庫らしさ

12月4日（金）テーマ新たな視点で古民家を地域創生のエンジンにする取り組み
講師 金 野　 幸 雄 (一社)ノオト代表理事 キーワード 空き家、歴史文化、コミュニティ、創造農村

1月22日（金）テーマ多自然地域の資源を活かしたビジネス展開の取り組み
講師 西 井　 進 剛 兵庫県立大学経営学部教授 キーワード

地域企業、ビジネスモデル、ビジネスモデル・
イノベーション、地域ビジネスモデル、
クラスター戦略

2月17日（水）テーマ多自然地域における企業活動の今後の展開
講師 大 林　 賢 一 (株)オーシスマップ代表取締役 キーワード 起業、ワークライフバランス、地域連携、

地域貢献、教育

11月13日（金）テーマ国際的な気候変動対策の動向
講師 田 村　 堅 太 郎 (公財)地球環境戦略研究機関(IGES)関西研究センター副所長 キーワード 気候変動、温暖化、気候変動枠組条約、

京都議定書、2020年以降の取り組み

10月14日（水）テーマ低炭素社会に向けて
講師 鈴 木 　 胖 (公財)地球環境戦略研究機関(IGES)関西研究センター所長 キーワード 気候温暖化、CO2排出削減、

再生可能エネルギー

11月4日（水）テーマ兵庫県の地球温暖化防止対策　
講師 小 塩　 浩 司 兵庫県農政環境部環境管理局温暖化対策課長　 キーワード 兵庫県温暖化防止推進計画、

温室効果ガス削減目標、緩和策と適応策

12月25日（金）テーマ地球温暖化を測る～その対策へ向けて～
講師 藍 川　 昌 秀 (国研)国立環境研究所地球環境研究センター主任研究員　 キーワード 地球温暖化、二酸化炭素、

メカニズム、観測

2月3日（水）テーマCOP21パリ会議を読み解く～原発も温暖化もない未来に向けて～
講師 伊与田　昌慶 NPO法人気候ネットワーク研究員 キーワード 気候変動、国際交渉、COP21パリ会議、

エネルギー

3月4日（金）テーマ地球温暖化に関する経済学の視点
講師 新 澤　 秀 則 兵庫県立大学経済学部教授・環境経済研究センター長 キーワード COP21、影響、適応、緩和
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講師 福 和　 伸 夫（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構人と防災未来センター主任研究員

名古屋大学減災連携研究センター長・教授 キーワード 歴史地震、災害教訓、危険回避、耐震化、
事前防災

11月20日（金）テーマ津波避難の課題と対策
講師 照 本　 清 峰（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構人と防災未来センター研究主幹 キーワード 東日本大震災、南海トラフ地震、避難意識、

避難情報

12月11日（金）テーマ被災者の住宅・生活再建と公的支援
講師 青 田　 良 介 兵庫県立大学防災教育研究センター准教授 キーワード

公益とは何か、法制度・公助の限界、
地方分権と自治体のガバナンス、
NPO・ボランティアの役割、義援金の意義

1月29日（金）テーマ南海トラフ地震津波対策
講師 鈴 木 進 吾（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構人と防災未来センターリサーチフェロー

京都大学防災研究所附属巨大災害研究センター助教 キーワード 観測、予測、情報、避難

3月2日（水）テーマ地域資源を読み解き活かす
講師 山 崎　 義 人 兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科准教授　 キーワード 地域資源、内発型まちづくり、まち歩き

10月9日（金）テーマ若い人たちの力が輝く魅力ある多自然地域の拠点都市形成方策
講師 平 田　 富 士 男 (公財)ひょうご震災記念21世紀研究機構研究調査本部上級研究員

兵庫県立大学大学院緑環境景観マネジメント研究科教授 キーワード 地方創生、地域資源、地域活性化、地方移住

11月25日（水）テーマひょうごの地域創生戦略
講師 早 金 　 孝 兵庫県企画県民部地域創生局長 キーワード 人口対策、地域の元気づくり、兵庫らしさ

12月4日（金）テーマ新たな視点で古民家を地域創生のエンジンにする取り組み
講師 金 野　 幸 雄 (一社)ノオト代表理事 キーワード 空き家、歴史文化、コミュニティ、創造農村

1月22日（金）テーマ多自然地域の資源を活かしたビジネス展開の取り組み
講師 西 井　 進 剛 兵庫県立大学経営学部教授 キーワード

地域企業、ビジネスモデル、ビジネスモデル・
イノベーション、地域ビジネスモデル、
クラスター戦略

2月17日（水）テーマ多自然地域における企業活動の今後の展開
講師 大 林　 賢 一 (株)オーシスマップ代表取締役 キーワード 起業、ワークライフバランス、地域連携、

地域貢献、教育

11月13日（金）テーマ国際的な気候変動対策の動向
講師 田 村　 堅 太 郎 (公財)地球環境戦略研究機関(IGES)関西研究センター副所長 キーワード 気候変動、温暖化、気候変動枠組条約、

京都議定書、2020年以降の取り組み

10月14日（水）テーマ低炭素社会に向けて
講師 鈴 木 　 胖 (公財)地球環境戦略研究機関(IGES)関西研究センター所長 キーワード 気候温暖化、CO2排出削減、

再生可能エネルギー

11月4日（水）テーマ兵庫県の地球温暖化防止対策　
講師 小 塩　 浩 司 兵庫県農政環境部環境管理局温暖化対策課長　 キーワード 兵庫県温暖化防止推進計画、

温室効果ガス削減目標、緩和策と適応策

12月25日（金）テーマ地球温暖化を測る～その対策へ向けて～
講師 藍 川　 昌 秀 (国研)国立環境研究所地球環境研究センター主任研究員　 キーワード 地球温暖化、二酸化炭素、

メカニズム、観測

2月3日（水）テーマCOP21パリ会議を読み解く～原発も温暖化もない未来に向けて～
講師 伊与田　昌慶 NPO法人気候ネットワーク研究員 キーワード 気候変動、国際交渉、COP21パリ会議、

エネルギー

3月4日（金）テーマ地球温暖化に関する経済学の視点
講師 新 澤　 秀 則 兵庫県立大学経済学部教授・環境経済研究センター長 キーワード COP21、影響、適応、緩和

10月7日（水）テーマパウル・クレー：絵画の仕掛けを紐解く
講師 河 田　 亜 也 子 兵庫県立美術館常設展･コレクション収集管理グループ学芸員 キーワード イメージ／物質として見る絵画、

クレー愛蔵の「特別クラス」、抽象画

11月11日（水）テーマ「チャンネル６ 国谷隆志展」を読みとく６つのキーワード
講師 小 野　 尚 子 兵庫県立美術館教育支援・事業グループ学芸員 キーワード 現代美術、インスタレーション、

彫刻の歴史

12月16日（水）テーマジョルジョ・モランディの探求
講師 江 上　 ゆ か 兵庫県立美術館特別展・国際交流グループ学芸員 キーワード 絵画、連作、具象と抽象

2月10日（水）テーマ谷中安規－幻想の小宇宙
講師 岡 本　 弘 毅 兵庫県立美術館常設展･コレクション収集管理グループ学芸員 キーワード 創作版画、1930年代、幻想と怪奇

3月16日（水）テーマ富岡鉄斎－近代への架け橋－

講師 飯 尾　 由 貴 子 兵庫県立美術館特別展・国際交流グループリーダー キーワード
文人画、回顧展、近代日本美術、
清荒神清澄寺における富岡鉄斎の
コレクション

1月13日（水）テーマ挿絵を愉しむ－横尾忠則「幻花」原画展のために
講師 林 　 優 横尾忠則現代美術館学芸課学芸員 キーワード イラストレーション、印刷物と原画、

イメージとテキスト　

10月28日（水）テーマ災害時の生活復興と子ども
講師 勝 木　 洋 子 神戸親和女子大学発達教育学部教授 キーワード 複雑な生活環境、子どもの健康、震災生活復興

12月18日（金）テーマリスボンの震災復興と都市計画
講師 鍬 田 泰 子 神戸大学大学院工学研究科工学部准教授 キーワード 震災復興、都市計画、グリッドパターン、耐震化

1月27日（水）テーマ被災者への現金支給をめぐる政治と政策
講師 手 塚　 洋 輔 大阪市立大学大学院法学研究科准教授 キーワード 被災者生活再建支援制度、義援金、政治改革、

地方分権改革

2月5日（金）テーマ広域巨大災害における住宅復興政策と市街地再生計画
講師 近 藤　 民 代 神戸大学大学院工学研究科准教授　 キーワード 東日本大震災、住宅復興、広域巨大災害

2月26日（金）テーマ震災・復興と女性
講師 辻 　 由 希 東海大学政治経済学部政治学科准教授 キーワード 被災者支援、男女共同参画、防災・復興政策、

女性センター

12月2日（水）テーマ生活復興過程における見守り支援とコミュニティづくり
～阪神・淡路、東日本大震災復興支援の実践から～

講師 佐 藤　 寿 一 (社福)宝塚市社会福祉協議会常務理事・事務局長 キーワード 地域福祉、住民主体、まちづくり、自立支援、
社会的孤立
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（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構　学術交流センター

〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番2号（HAT神戸）　人と防災未来センター東館6階

TEL 078-262-5714    FAX 078-262-5122
E-mail   gakujutsu@dri.ne.jp
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新たな視座

多自然地域の魅力を
活かした地域づくり

自然災害からの
復興･復旧への備え 地球温暖化への取り組み 美術展を深く楽しむ

－さまざまなメディア・技法・表現

神戸三宮

神戸三宮

人と防災未来センター東館　
神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番2号（HAT神戸）
TEL 078-262-5714   FAX 078-262-5122

兵庫県立美術館　
神戸市中央区脇浜海岸通1丁目1番1号（HAT神戸）
TEL 078-262-0901

電車利用の場合
・ 阪神電車「岩屋」駅、「春日野道」駅から南へ
 徒歩約10分

・ ＪＲ「灘」駅から南へ約12分
・ 阪急電車「春日野道」駅から南東へ約20分

バス利用の場合
・ 神戸市営バス（路線バス101系統又は29系統）三宮駅前から約20分
・ 阪神バス（ノンストップ）三宮駅前から15分
 「人と防災未来センター」又は「兵庫県立美術館前」下車すぐ
※無料駐車場はありません。周辺の有料駐車場をご利用ください。

人と防災未来センター・
兵庫県立美術館へ

広域マップ

詳細マップ
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13:30〜15:0013:30〜15:0013:30〜15:0013:30〜15:0013:30〜15:00

会場　人と防災未来センター東館 会場　兵庫県立美術館

21世紀文明研究セミナー2015

ふりがな 年齢　　　　　　　　　歳 ご所属名

お名前 性 別　　　　男　・　女

ご連絡先　〒 □勤務先　　□ご自宅

該当する項目に○印をお付けください。

□会社員 □公務員

□研究機関（民間） □研究機関（公的）

□自営業 □学生

□NPO □ボランティア

□その他（　　　　　　　　　　　）

TEL 　　FAX

E-mail

お申込講座数　　　　　　　　　　　　講座　　

（１）ご希望の講座を自由に選択してお申し込みいただけます。　（２）先着順で受付し、定員になり次第締め切ります。　（３）受講申込みの最終期限は、講座開催日の１週間前です。
（４）本申込書を事務局に送付していただいた後、受講者決定結果をお知らせします。　（５）本申込書による個人情報は、当セミナーに関する連絡のほか、（公財）ひょうご震災記念21

世紀研究機構からのご案内の目的で使用させていただきます。

安 全 安 心A 共 生 社 会B 防 災C 環 境D 芸 術E
環 境D

芸 術E

講座提供・協力団体一覧　(順不同）
・（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構
・（公財）地球環境戦略研究機関（IGES）
　関西研究センター

・（社福）宝塚市社会福祉協議会
・（国研）国立環境研究所
　地球環境研究センター

・ 兵庫県

・ 兵庫県立大学
・ 神戸親和女子大学
・ 兵庫県立美術館
・横尾忠則現代美術館
・神戸大学
・大阪市立大学
・東海大学

・ NPO法人気候ネットワーク
・（一社）ノオト
・（株）オーシスマップ

1講座（1回につき）500円の受講料をいただきます。
受講料は講座ごとに当日の受付にて現金でお支払いください。

安 全 安 心A 共 生 社 会B 防 災C受 講 申 込 書
ご希望の講座の に○印を入れて、本申込書を次頁の「お申
込み先」まで、郵送又はFAXでお申し込みください。

FAX 078-262-5122

主催 公益財団法人 ひょうご震災記念21世紀研究機構 http://www.hemri21.jp/
共催 国際防災・人道支援協議会（DRA）   http://www.dra.ne.jp/

期 間  平成27年10月〜平成28年3月
会 場  人と防災未来センター東館／兵庫県立美術館

定 員  各講座30名程度　先着順

21世紀
文明研究セミナー2015

受講生募集

受 講 料

1講座（1回につき）

500円

安全安心 減災社会に向けての新たな視座

芸　 術芸　 術 美術展を深く楽しむ－さまざまなメディア・技法・表現

共生社会 多自然地域の魅力を活かした地域づくり

環　 境環　 境 地球温暖化への取り組み

防　 災防　 災 自然災害からの復興･復旧への備え

■2日（水）
地域資源を読み解き
活かす
山崎　義人

■16日（水）
富岡鉄斎
－近代への架け橋－
飯尾　由貴子

■5日（金）
広域巨大災害における
住宅復興政策と
市街地再生計画
近藤　民代

■26日（金）
震災・復興と女性
辻　由希

■17日（水）
多自然地域における
企業活動の今後の展開
大林　賢一

■3日（水）
COP21パリ会議を読み解
く～原発も温暖化もない
未来に向けて～
伊与田　昌慶

■28日（水）
災害時の生活復興と
子ども
勝木　洋子

■13日（水）
挿絵を愉しむ－横尾忠則

「幻花」原画展のために
林　優

■10日（水）
谷中安規－幻想の小宇宙
岡本　弘毅

9日（金）
若い人たちの力が輝く
魅力ある多自然地域
の拠点都市形成方策
平田　富士男

14日（水）
低炭素社会に向けて
鈴木　胖

4日（水）
兵庫県の地球温暖化
防止対策
小塩　浩司

■13日（金）
国際的な気候変動対策
の動向
田村　堅太郎

7日（水）
パウル・クレー：
絵画の仕掛けを紐解く
河田　亜也子

11日（水）
「チャンネル６ 国谷隆

志展」を読みとく６つの
キーワード
小野　尚子

25日（水）
ひょうごの地域創生戦略
早金　孝

6日（金）
危 険 回 避・抵 抗 力向上
などの事前防災による都
市の震災軽減
福和　伸夫

■20日（金）
津波避難の課題と対策
照本　清峰

23日（金）
国内外の災害医療支援
の現状と課題
髙田　洋介

30日（金）
災害時のこころのケア
赤澤　正人

2日（水）
生活復興過程における見守り
支援とコミュニティづくり
～阪神・淡路、東日本大震災
復興支援の実践から～
佐藤　寿一

18日（金）
リスボンの震災復興と
都市計画
鍬田　泰子

25日（金）
地球温暖化を測る
～その対策へ向けて～
藍川　昌秀

16日（水）
ジョルジョ・モランディ
の探求
江上　ゆか

4日（金）
新たな視 点で古民 家を
地域創生のエンジンにす
る取り組み
金野　幸雄

11日（金）
被災者の住宅・生活
再建と公的支援
青田　良介

■27日（水）
被災者への現金支給を
めぐる政治と政策
手塚　洋輔

■29日（金）
南海トラフ地震津波対策
鈴木　進吾

■22日（金）
多自然地域の資源を活かした
ビジネス展開の取り組み
西井　進剛

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

■4日（金）
地 球 温暖 化に関する経
済学の視点
新澤　秀則
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電車利用の場合
・ 阪神電車「岩屋」駅、「春日野道」駅から南へ
 徒歩約10分

・ ＪＲ「灘」駅から南へ約12分
・ 阪急電車「春日野道」駅から南東へ約20分

バス利用の場合
・ 神戸市営バス（路線バス101系統又は29系統）三宮駅前から約20分
・ 阪神バス（ノンストップ）三宮駅前から15分
 「人と防災未来センター」又は「兵庫県立美術館前」下車すぐ
※無料駐車場はありません。周辺の有料駐車場をご利用ください。

人と防災未来センター・
兵庫県立美術館へ

広域マップ

詳細マップ

キ
リ
ト
リ
線

13:30〜15:0013:30〜15:0013:30〜15:0013:30〜15:0013:30〜15:00

会場　人と防災未来センター東館 会場　兵庫県立美術館

21世紀文明研究セミナー2015

ふりがな 年齢　　　　　　　　　歳 ご所属名

お名前 性 別　　　　男　・　女

ご連絡先　〒 □勤務先　　□ご自宅

該当する項目に○印をお付けください。

□会社員 □公務員

□研究機関（民間） □研究機関（公的）

□自営業 □学生

□NPO □ボランティア

□その他（　　　　　　　　　　　）

TEL 　　FAX

E-mail

お申込講座数　　　　　　　　　　　　講座　　

（１）ご希望の講座を自由に選択してお申し込みいただけます。　（２）先着順で受付し、定員になり次第締め切ります。　（３）受講申込みの最終期限は、講座開催日の１週間前です。
（４）本申込書を事務局に送付していただいた後、受講者決定結果をお知らせします。　（５）本申込書による個人情報は、当セミナーに関する連絡のほか、（公財）ひょうご震災記念21

世紀研究機構からのご案内の目的で使用させていただきます。

安 全 安 心A 共 生 社 会B 防 災C 環 境D 芸 術E
環 境D

芸 術E

講座提供・協力団体一覧　(順不同）
・（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構
・（公財）地球環境戦略研究機関（IGES）
　関西研究センター

・（社福）宝塚市社会福祉協議会
・（国研）国立環境研究所
　地球環境研究センター

・ 兵庫県

・ 兵庫県立大学
・ 神戸親和女子大学
・ 兵庫県立美術館
・横尾忠則現代美術館
・神戸大学
・大阪市立大学
・東海大学

・ NPO法人気候ネットワーク
・（一社）ノオト
・（株）オーシスマップ

1講座（1回につき）500円の受講料をいただきます。
受講料は講座ごとに当日の受付にて現金でお支払いください。

安 全 安 心A 共 生 社 会B 防 災C受 講 申 込 書
ご希望の講座の に○印を入れて、本申込書を次頁の「お申
込み先」まで、郵送又はFAXでお申し込みください。

FAX 078-262-5122

主催 公益財団法人 ひょうご震災記念21世紀研究機構 http://www.hemri21.jp/
共催 国際防災・人道支援協議会（DRA）   http://www.dra.ne.jp/

期 間  平成27年10月〜平成28年3月
会 場  人と防災未来センター東館／兵庫県立美術館

定 員  各講座30名程度　先着順

21世紀
文明研究セミナー2015

受講生募集

受 講 料

1講座（1回につき）

500円

安全安心 減災社会に向けての新たな視座

芸　 術芸　 術 美術展を深く楽しむ－さまざまなメディア・技法・表現

共生社会 多自然地域の魅力を活かした地域づくり

環　 境環　 境 地球温暖化への取り組み

防　 災防　 災 自然災害からの復興･復旧への備え

■2日（水）
地域資源を読み解き
活かす
山崎　義人

■16日（水）
富岡鉄斎
－近代への架け橋－
飯尾　由貴子

■5日（金）
広域巨大災害における
住宅復興政策と
市街地再生計画
近藤　民代

■26日（金）
震災・復興と女性
辻　由希

■17日（水）
多自然地域における
企業活動の今後の展開
大林　賢一

■3日（水）
COP21パリ会議を読み解
く～原発も温暖化もない
未来に向けて～
伊与田　昌慶

■28日（水）
災害時の生活復興と
子ども
勝木　洋子

■13日（水）
挿絵を愉しむ－横尾忠則

「幻花」原画展のために
林　優

■10日（水）
谷中安規－幻想の小宇宙
岡本　弘毅

9日（金）
若い人たちの力が輝く
魅力ある多自然地域
の拠点都市形成方策
平田　富士男

14日（水）
低炭素社会に向けて
鈴木　胖

4日（水）
兵庫県の地球温暖化
防止対策
小塩　浩司

■13日（金）
国際的な気候変動対策
の動向
田村　堅太郎

7日（水）
パウル・クレー：
絵画の仕掛けを紐解く
河田　亜也子

11日（水）
「チャンネル６ 国谷隆

志展」を読みとく６つの
キーワード
小野　尚子

25日（水）
ひょうごの地域創生戦略
早金　孝

6日（金）
危 険 回 避・抵 抗 力向上
などの事前防災による都
市の震災軽減
福和　伸夫

■20日（金）
津波避難の課題と対策
照本　清峰

23日（金）
国内外の災害医療支援
の現状と課題
髙田　洋介

30日（金）
災害時のこころのケア
赤澤　正人

2日（水）
生活復興過程における見守り
支援とコミュニティづくり
～阪神・淡路、東日本大震災
復興支援の実践から～
佐藤　寿一

18日（金）
リスボンの震災復興と
都市計画
鍬田　泰子

25日（金）
地球温暖化を測る
～その対策へ向けて～
藍川　昌秀

16日（水）
ジョルジョ・モランディ
の探求
江上　ゆか

4日（金）
新たな視 点で古民 家を
地域創生のエンジンにす
る取り組み
金野　幸雄

11日（金）
被災者の住宅・生活
再建と公的支援
青田　良介

■27日（水）
被災者への現金支給を
めぐる政治と政策
手塚　洋輔

■29日（金）
南海トラフ地震津波対策
鈴木　進吾

■22日（金）
多自然地域の資源を活かした
ビジネス展開の取り組み
西井　進剛

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

■4日（金）
地 球 温暖 化に関する経
済学の視点
新澤　秀則


